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【目的】EPI拡散強調画像 （以 下，　 EPDWI ）は，　 motion 　artifacl の な い 拡散強調 画 像 （以 下 ，　 DWI ＞が 得 られ る こ とで急速 に 普及し

た．しか し，DWI その もの は T2 成分 も含 む た め ，拡散係数（apparenl 　diffusion　coefficient ：以下 ，　 ADC ）に よ る評価 が重要 で

ある．今回わ れ わ れ は．脳 に お い て，EPDWI か らADC を 求め ，　 ADC の 評価 を行 っ た．また 脳 白質神経線維 へ の 腫瘍浸潤と脳

浮腫の ADC に よる 鑑別 に つ い て検討 し，　 EPDWI の 新たな 臨床的有用性 を追求 した．
【方法】使用装置 は

，
Siemens 　Magnetom 　Vision（1．5T ），（DADC の 測 定に は，ス ラ イス 選択

方向に の み 嫩 鬮 用傾斜嬲 （以 下・MPG ）をか けた・i・gl・ ・h・・−EPIで ，　b−v ・1・・は 3・，3・・，　 　 二蹠 麟鶴 警
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 。 恥嬾 咽 eRtl200を使用 した．水，ア セ ト ン ，正 常脳組織 病巣部 の 各ADC を測定 した．正 常脳 組織 で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 xkrtmal 　cab ，de 　u
・・1は・M ・G榊 鰓 紕 ほ ぼ垂直 な脳梁 と・ほ ぼ 平 行 な購 冠 力・ら皰 翻 ・ と ・ た．年 贈
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E16齢構成 は0〜88歳．平均 48．5歳．脳梗塞 13例 ，腫 瘍 8 例

，
そ の 他 ll例．（2）腫瘍浸潤 と脳

浮腫 の AD ・測定で は，・ ，，，　z　3 轍 れ そ れ に M ・G を か けた、eq 。 ，n 、， を使胤 た．，．v 、、ue 駆
は ，1・。・．EPDWI で の 視覚諦 を彳rい ，次 に W3 轍 MPG をか け たεPDWI か ら 3 軸そ 912
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【結果】（1）各年齢｛・おけ る正常艫 織 の ADC 畍 布を尉 （Fig，1，2）．　MPG 榊 経雛 と鹽 　 　晦 ．1 轟 。
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な脳梁 と，平行な放線冠，内包後脚 と もに，ほ ぼ
．・一
定の 値を示 した．また拡散 の 異方 性 に よ
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は．大 きい 方 か ら浮腫群，腫瘍群，正 常群 で 有意水準5 ％ で 有意差を認 め た，一一・
方，　　　　　　　　 F！9 ・2ADC −

age ｛脳 梁）

神経線維が左右方向に 走 る脳梁に お い て も同様の 結果が 得 られ た，

【ま とめ】（1）測定 したADC は，文献値 と
．
致 し，臨床上 ，信 頼 性 の あ る 値で あ る こ　
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と確 認 で きた．（・）脳頗 擁 雛 へ a・鸛 浸潤と脳浮膨 、ADC は
，
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鵯
る 視覚評価 で は っ き り と しな い 鑑別が ADC を求め る こ と で鑑別可能 と な っ た，　　　 齪 敏　　　　　　31　　 as

（3＞EPDWI は ，急性期脳梗塞の 検出の 他，　 ADC を求 め る こ とで 脳白質神経線維 へ の　　齪 値　CO　 as　 ZT ±L912 ± IS 　12‡13

腫蕩浸潤と脳浮腫 の 鑑別が で き，臨床的有用性は さ らに増す もの と思われ た．　　　 xmt 　2e’as 輔 2’9±L4．
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腫瘍　　 正 常 　　浮 腫

Fig．3−1　ADC 〔H −F＞

腫 瘍 　　 正常 　　浮睡

F互g．3−2　ADC （R−L）

腫 痛　　正常　　浮腫

Fig．3−3　ADC （A −P）
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F正g．3−4　ADC （trace ）
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